
 

 

 
 

  

 

  

少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
と

い
う
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に

対
し
、
増
税
、
社
会
保
険
料
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
国
民
負
担
だ
け
で
は
こ
れ

ま
で
の
社
会
保
障
制
度
を
維
持
で
き
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
給
付
の
支
出
割
合
に
比
較

し
て
、
子
育
て
、
労
働
政
策
、
失
業
、

住
宅
、
生
活
保
護
な
ど
へ
の
支
出
は
欧

米
の
半
分
で
す
。
国
は
解
決
策
と
し
て

地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、

地
域
ご
と
の
医
療
・
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
社
会
資
源
を
活
用
し
た
互
助
シ

ス
テ
ム
を
巡
ら
す
こ
と
に
よ
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
し
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
い
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
つ
く
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。 

 

■
ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
る
市
民
活
動 

 

こ
れ
ま
で
も
市
民
の
知
恵
と
身
の
回

り
の
社
会
資
源
を
生
か
し
、
公
的
な
し

く
み
を
補
完
し
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
市
民
活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

           

    

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
ミ
ニ
デ
イ
や
会
食
会
、

高
齢
者
の
見
守
り
・
傾
聴
、
移
動
サ
ー

ビ
ス
、
住
ま
い
、
就
労
支
援
、
放
課
後

デ
イ
、
こ
ど
も
か
ら
の
電
話
相
談
、
学

校
に
行
き
に
く
い
子
ど
も
た
ち
の
支
援
、

健
康
づ
く
り
、
地
域
の
居
場
所
、
青
空

保
育
、
冒
険
遊
び
場
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
な
ど
の
新
し
い
働
き
方
等

な
ど
こ
ん
な
に
小
さ
な
狛
江
市
で
も
枚

挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

          

   

          

 

市
内
に
あ
る
高
齢
者
専
用
の
賃
貸
住

宅
は
土
地
所
有
者
が
建
物
を
用
意
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
住
み
替
え
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

共
用
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
地
域
交
流

型
の
会
食
会
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
利

用
者
は
市
内
全
域
か
ら
集
ま
っ
て
来
る

そ
う
で
す
が
、
食
事
を
作
る
人
た
ち
は

主
に
近
所
の
主
婦
た
ち
。
入
居
者
に
と

っ
て
は
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で
緊
急

時
で
も
安
心
度
が
増
し
ま
す
。 

た
だ
し
こ
れ
ら
の
活
動
は
市
内
す
べ

て
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
活

動
量
も
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
部
で
す
。
ど
の
活
動
も

は
じ
め
は
身
近
な
人
た
ち
か
ら
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
関
係
性
を
広
げ
な
が
ら
し
く
み

を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。 

■
小
さ
な
単
位
で
住
民
組
織
や
市
民
活

動
団
体
と
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
機
関
、

専
門
職
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
！ 

国
の
社
会
保
障
改
革
の
停
滞
を
自
治

体
に
丸
投
げ
さ
れ
た
感
が
否
め
ま
せ
ん

が
、
市
民
と
し
て
も
手
を
こ
ま
ね
い
て

い
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
地
域
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
活
動
が
広
が
っ
て
い

く
た
め
に
は
国
の
い
う
生
活
圏
域
で
あ

る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ご
と
の
地

域
ケ
ア
会
議
で
は
な
く
、
も
っ
と
小
さ

な
単
位
で
行
う
べ
き
で
す
。
住
民
が
主

体
的
に
身
近
な
地
域
課
題
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
や
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
介
護

施
設
や
介
護
事
業
関
係
者
、
市
、
社
会

福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
や
地
縁
組
織
、

防
災
な
ど
の
住
民
活
動
団
体
も
含
め
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
ま

ず
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
主
役
は
地
域
の

主
体
的
な
住
民
た
ち
で
あ
る
べ
き
で
、

住
民
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
し
く
み
づ

く
り
こ
そ
が
急
務
で
す
。（
地
域
ケ
ア
会

議
に
つ
い
て
は
以
下
参
照 

w
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） 

■
議
会
、
首
長
・
執
行
機
関
は
住
民
の

声
を
聴
き
、
狛
江
ら
し
い
地
域
包
括
ケ

ア
の
し
く
み
を
構
築
せ
よ 

 

２
年
前
の
介
護
保
険
法
改
正
で
各
自

治
体
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

各
地
域
ケ
ア
会
議
で
出
さ
れ
た
共
通

課
題
を
市
全
体
の
共
助
の
し
く
み
に
す

る
こ
と
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
政
策

立
案
し
財
政
計
画
を
準
備
し
実
施
す
る

の
は
議
会
、
首
長
・
執
行
機
関
の
責
任

で
も
あ
り
役
割
で
す
。 

既
に
①
介
護
と
医
療
・
保
健
の
連
携
、

②
２
０
１
５
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度

か
ら
除
外
さ
れ
る
要
支
援
１
、
２
に
代

わ
っ
て
創
設
す
る
地
域
支
援
事
業
③
介

護
人
材
不
足
へ
の
対
処
な
ど
が
問
題
提

起
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
例

え
ば
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
重
要
課
題
で
あ

る
住
ま
い
の
問
題
。
今
後
要
介
護
の
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と

は
必
至
で
す
。
高
額
負
担
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
以
外
に
も
空
き
家
な
ど
住
宅
ス
ト

ッ
ク
を
活
用
し
た
良
質
で
低
額
な
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
や
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
な
ど

の
施
策
を
探
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で

す
。
都
内
に
は
居
住
支
援
協
議
会
を
設

立
し
住
ま
い
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

に
向
け
て
の
準
備
な
ど
も
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
地
域
に
必
要
な
事
業
の
実
施
主
体

の
形
成
や
、
地
域
内
で
の
雇
用
創
出
、

人
材
発
掘
、
資
源
の
循
環
、
市
民
活
動

支
援
な
ど
住
民
自
治
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
い
ろ
い
ろ
な
機
能
が
期
待
で
き

る
か
ら
で
す
。 

特
に
市
議
会
は
狛
江
市
の
最
高
意
思

決
定
機
関
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
す

べ
き
で
す
。
現
在
目
の
前
に
迫
っ
て
い

る
こ
れ
ら
課
題
に
つ
い
て
議
会
こ
そ
が

一
丸
と
な
っ
て
民
意
を
公
聴
し
、
議
論

を
尽
く
し
解
決
の
た
め
の
政
策
立
案
を

す
る
べ
き
で
す
。 

来
年
度
策
定
す
る
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
は
自
治
体
独
自
の
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
創
っ
て
い
く
上
で
重
要
で
す
。

何
を
盛
り
込
み
実
現
す
る
の
か
が
住
民

生
活
に
直
結
す
る
か
ら
こ
そ
、
自
治
体

の
意
思
を
決
定
す
る
前
に
、
議
会
が
率

先
し
て
市
民
と
の
意
見
交
換
や
議
論
の

場
を
設
け
て
政
策
立
案
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
考
え
ま
す
。 

  

 地域包括ケアのしくみづくりは多くの市民の参加で！  

暮らし続けられるまちをつくるのは住民自身 ● 

正木きよし議員の税金滞納問題への見解 ● 

１２月議会報告 ● 

 

                                

                    ● 

                        

● 

● 

正木きよし市議会議員の税金滞納問題

への狛江・生活者ネットワークの見解  

 

市民の厳粛な信託を受けた狛江市議

会議員の立場、税金から議員報酬が支払

われていることを考えれば、いかなる理

由があったかは別にして税金の滞納は

許されることではありません。狛江市議

会議員としての自覚の欠如、認識の甘さ

は否定できません。 

狛江市議会議員に対する市民の信頼

は損なわれました。選挙という手続きを

経て市民からの１票１票の負託を受け

た議員という役割は重い。だからこそ市

民への謝罪と同時に明確な方法で早急

に説明責任を果たすよう決議すること

を求めました。しかし残念ながら賛成少

数で否決されました。辞職勧告決議は可

決されましたが、法的拘束力もなく、何

も明らかになりませんでした。 

（吉野芳子） 

△市内でも市民が自宅の一部を居場所として提供し 

老若男女がほっとできる場づくりを進めています 

議会を傍聴しませんか？ 

２月２０日（木）９時から第１回定例会（３

月議会）が始まります。一般質問は2月27，

28、3月3日の3日間、２０１４年４月から

の来年度予算は3月11日から13日まで審議

されます。傍聴を希望される方は市役所３階

の議会事務局受付で申し出てください。傍聴

の際には議案や予算書などの資料が貸し出

されます。☎03-3430-1111議会事務局 

 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/.../link3-1
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/.../link3-1


 

  

 
 

        

■
12
月
議
会
は
11
月
25
日
か
ら
12

月
19
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

■
「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
」
に
賛
成
討
論 

明
政
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
は
反
対
、
可

否
同
数
で
議
長
が
不
採
択
に
ま
わ
り
大

変
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

法
は
「
秘
密
」
の
指
定
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
制
度
も
な
い
ま
ま
行
政
機
関
の
長
が

「
秘
密
」
を
決
め
、
運
用
に
よ
っ
て
こ

れ
を
永
久
に
「
秘
密
」
と
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
、「
秘
密
」
に
近
づ
く
も
の
を

厳
罰
に
処
す
る
も
の
で
す
。
国
の
情
報

は
「
秘
密
」
で
あ
っ
て
も
本
来
主
権
者

で
あ
る
私
た
ち
の
も
の
で
す
。
憲
法
で

保
障
さ
れ
て
い
る
主
権
者
で
あ
る
市
民

の
「
知
る
権
利
」
や
取
材
・
報
道
の
自

由
を
奪
い
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
壊
す

悪
法
に
対
し
、
断
固
廃
止
を
求
め
続
け

ま
す
。 

■
狛
江
ネ
ッ
ト
が
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
副
反
応
被
害
に
関
す
る
意

見
書
」
を
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
採
択 

 

Ｈ
Ｐ
Ｖ(

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス)

感
染
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
、

小
学
６
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の
女
子

を
対
象
と
し
、
２
０
１
１
年
８
月
よ
り

費
用
一
部
補
助
の
任
意
接
種
を
経
て
２

０
１
３
年
度
よ
り
定
期
予
防
接
種
化
さ

れ
ま
し
た
。
任
意
接
種
期
間
か
ら
既
に

重
篤
な
副
反
応
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
本
来
豊
か
な
学
校
生
活
を
送

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
被
害
に
遭
っ
た
子

ど
も
た
ち
へ
の
医
療
費
公
的
負
担
と
補

償
や
、
副
反
応
症
状
の
回
復
に
向
け
た

治
療
法
の
開
発
、症
状
緩
和
策
の
研
究
、

自
治
体
内
の
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。 

■
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備

委
員
会
再
開
に
む
け
て 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
地

が
通
称
駅
前
三
角
地
か
ら
空
き
店
舗
な

ど
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
委
員
会

の
位
置
づ
け
や
委
員
構
成
の
検
討
、
２

０
１
１
年
度
に
募
集
・
選
考
し
た
運
営

団
体
で
あ
る
社
協
に
つ
い
て
今
後
ど
う

位
置
づ
け
る
の
か
な
ど
質
問
し
ま
し
た
。

開
設
候
補
の
場
所
の
選
定
に
関
し
て
は

空
き
店
舗
な
ど
の
他
、
小
田
急
高
架
下

会
議
室
を
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
で
し

た
。
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
機
能
の
市
民

へ
の
周
知
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
重

要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
市
民
参
加
に

つ
い
て
は
開
設
準
備
委
員
会
で
具
体
的

な
方
法
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

■
副
市
長
に
水
野
穣
市
民
生
活
部
長
を

選
任
す
る
議
案
に
賛
成 

２
０
１
２
年
７
月
か
ら
不
在
だ
っ
た

副
市
長
、
任
期
は
２
０
１
４
年
１
月
１

日
か
ら
４
年
間
で
す
。 

 
         

 

△生活クラブ生協主催「福島カフェ」に参加。

福島の子どもたちの転地保養を支援する団体

による福島の現状報告およびセカンドオピニ

オンとしての甲状腺検査結果の報告を聞く。 

秋川渓谷で 

放射線量を気

にせずに水遊

びに興じる福

島の子どもた

ち 

 

狛江市議会議員吉野芳子
http://yoshino.seikatsusha.net 

□災害時に井戸水提供 

狛江・生活者ネット環境部会の「井戸水

提供の家」狛江市内62か所全戸訪問調査

をもとに質問を行いました。防災マップ

に掲載されているのに市民への周知のた

めの看板が出ているのは14か所のみ。水

質調査の際に看板設置を呼び掛けるなど

の工夫が必要です。制度を知らない所有

者が「井戸水提供の家」への協力の意思

を示し、市が早速アプローチをしたこと

は成果です。また、市の北側に協力者が

ほとんどいないことへの対策を求めまし

た。 

■地域から脱原発を実現する 

脱原発社会を実現するためには省エネ、

創エネ―市民発電などによるエネルギー

の地産地消、蓄エネなどの実践が重要で

す。市は節電は使用状況の「見える化」、

省エネ高効率機器の導入、太陽光発電な

どの再生可能エネルギーへの転換などに

取り組んでいくとのことです。太陽光発

電や変換効率の高い太陽熱利用設備の設

置の推進及び「再生可能エネルギーや市

民共同発電について知識のある団体など

と連携した情報提供や学習会実施の検

討」を具体的に進めていくよう要望しま

した。エネルギーの地産地消は調布市の

市民主体の分散型メガソーラー事業など

を参考に地域の環境資源の活用を進めて

いくとの答弁でした。 

 

■不登校児童・生徒への支援 

不登校児童・生徒への支援は教育、福祉、

地域資源として実績と経験のある民間フ

リースクールとの連携が不可欠です。質

問に先立ち、市長や教育長に市内のフリ

ースクール訪問を提案し同行しました。

教育長からは「学校では見られない生き

生きとした表情で活動していた」との感

想、市長は「適応指導教室とフリースク

ールが情報や意見交換をもっと密接に行

うべき」との答弁から、現場を見ること

の意義を感じました。不登校やその傾向

にある子どもは障がいのあるなしではな

く、教育的観点からフリースクールを選

択肢にできるよう要望しました。 

今後は義務教育後の不登校生徒や学生

の問題も含め、縦割り組織を越え連携し

て課題解決をめざすべきです。10月に松

本で開催された子ども施策シンポジウム

に参加し、先進自治体の取り組みを学び

ました。狛江市でも子どものいのち、暮

らし、学びを支えるためには相談から具

体的支援まで一貫した体制が必要です。

また、子ども条例制定の検討と職員のシ

ンポジウムへの参加を要望しました。 

 

□介護認定と要支援の制度除外への対応 

表面的にはわかりにくい認知症などの

方々への適正な判断のための工夫や配

慮が必要です。要支援者の自立を支援す

るためのサービスの種類、質、量、運営

主体、財源を保険者として把握して対策

すべきです。悉皆での実態調査を求めま

したが、効率的なサンプリングで行うと

の答弁でした。市は地域包括ケアシステ

ムの構築に向け地域包括支援センター

の相談・支援、アウトリーチによるニー

ズ把握など機能強化が重要だと認識し

ています。地域の困りごとに対応する市

の体制づくりと地域センターなどに身

近な拠点を作ることを要望しました。 

現在、ひきこもりについて対策がまっ

たくありません。現状把握の必要性を指

摘し、来年度に一義的な相談窓口を福祉

保健部内に設置していくとの答弁を得

ました。「支え合う社会」実現のために

貢献が期待される空き家・空き店舗の新

たな活用の可能性の検討を求めました。 

 

 

 

生き活きレポートＮｏ．１３６ 

■全国市議会議長会研究フォーラムに参加

した「若手・新人議員の皆さんと語る会」 

 日時：２月１６日（日）13:30～16:00  

 会場：狛江市中央公民館第４会議室 

主催：狛江市政改革研究会 

  

 問い合せ先：090-3682-3614（内山） 

 

■学習会「どうなっているの？電気料金～請求書から読み解く電気代の秘密」 

 日 時：３月１６日（日）14:00～16:00  

 会 場：狛江市西河原公民館第２学習室 先着３６名、 保育の必要な方は要相談 

 講 師：山崎求博さん（足元から地球温暖化を考える市民ネット・えどがわ事務局長、

自然エネルギー推進市民フォーラム理事） 

     よろしければ毎月の電気使用量のお知らせ明細（請求書）をご持参ください。 

 参加費：300円 

主 催：エネルギーシフトを実現するこまえの会（略称エネこま） 

 申し込み先：Tel 03-3430-1302（高木）、Fax 03-5761-0678 

メール takki-sa@rb3.so-net.ne.jp 

■第２回「不登校なう」としゃべり場 

 日時：５月１８日（日） 

   14:00～16:00 

進行：前田かおりさん 

(教育ネットKOPPIE代表) 

参加費：おとな300円 

主催：不登校なう実行委員会 

  会場：未定 

  問い合せ先： 03-3489-4583 

（狛江チャイルドライン事務局） 

●インフォメーション● 

人権施策、

障害者施策

などの視察

に行ってき

ました。 

福岡県久留

米市の男女

平等推進セ

ンターにて 

http://yoshino.seikatsusha.net/
mailto:takki-sa@rb3.so-net.ne.jp
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